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は
じ
め
に

小
山
内
薫
が
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
創
刊
し
た
（
第
一
次
）『
新
思
潮
』
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
生
に
よ
る
同
人
雑
誌
と
し
て

受
け
継
が
れ
、
谷
崎
潤
一
郎
、
和
辻
哲
郎
ら
の
第
二
次
『
新
思
潮
』
を
経
て
、
第
一
高
等
学
校
在
学
中
の
山
宮
允ま
こ
と
を
中
心
に
し
て
、
山

本
有
三
、
久
米
正
雄
、
柳
川
隆
之
介
（
芥
川
龍
之
介
）、
豊
島
与
志
雄
、
井
出
説
太
郎
（
土
屋
文
明
）
ら
に
よ
る
第
三
次
『
新
思
潮
』
の
創

刊
号
が
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
二
月
十
二
日
に
発
行
さ
れ
る
。
豊
島
与
志
雄
は
こ
の
『
新
思
潮
』
創
刊
号
に
「
湖
水
と
彼
等
」
と
い
う

作
品
を
発
表
し
、
同
年
三
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
第
二
号
（
三
月
号
）
に
は
「
蠱
惑
」
を
、
同
年
五
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
第
四
号
（
五

月
号
）
に
は
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
「Le Jardin d'Epicure

」
の
部
分
訳
を
「「
ヱ
ピ
キ
ユ
ー
ル
の
園
」
よ
り
」
と
し
て
発
表
し
、

同
年
六
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
第
五
号
（
六
月
号
）
に
は
「
逐
は
れ
し
人
」
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
三
年
五
月
に
は
、『
帝
国

文
学
』
に
「
彼
と
彼
の
叔
父
」（
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
新
進
作
家
叢
書
第
三
集
『
生
あ
ら
ば
』
に
収
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
も
と
も
と
の

題
名
で
あ
る
「
恩
人
」
が
使
わ
れ
て
い
る
）
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
中
村
星
湖
（
一
八
八
四
～
一
九
七
四
）
が
大
正
三

年
五
月
十
日
に
発
刊
さ
れ
た
『
時
事
新
報
』
の
「
五
月
の
小
説
」
に
お
い
て
激
賞
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
新

進
作
家
叢
書
の
第
一
集
は
武
者
小
路
実
篤
『
新
し
き
家
』（
大
正
六
：
一
九
一
七
年
五
月
）、
第
二
集
は
里
見
弴
『
恐
ろ
し
き
結
婚
』（
大
正

六
：
一
九
一
七
年
五
月
）
で
、
第
四
集
が
志
賀
直
哉
の
『
大
津
順
吉
』（
大
正
六
：
一
九
一
七
年
六
月
）
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
『
煙
草
と

悪
魔
』
は
第
八
集
（
大
正
六
：
一
九
一
七
年
十
一
月
）、
久
米
正
雄
の
『
手
品
師
』
は
第
十
集
（
大
正
七
：
一
九
一
八
年
一
月
）
で
、『
新
思

潮
』
の
同
人
で
あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
に
先
だ
っ
て
豊
島
与
志
雄
の
作
品
を
収
め
た
新
進
作
家
叢
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
は
『
新
潮
』
第
二
十
八
巻
第
五
号
（
大
正
七
：
一
九
一
八
年
五
月
一
日
）
に
「
人
の
印
象
（
十
六
）
―
豐
島
與
志
雄
氏
の
印
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生
は
、
い
ち
ど
も
、
そ
ん
な
勇
壯
活
潑
な
、
喧
嘩
み
た
い
な
こ
と
を
、
な
さ
つ
た
こ
と
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
つ
も
、
負
け
て

ば
か
り
、
さ
う
し
て
、
苦
笑
し
て
ば
か
り
ゐ
ら
つ
し
や
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
る
で
敎
養
人
の
弱
み
で
あ
り
、
缺け
つ
て
ん點
で
も
あ
る
や

う
に
思
は
れ
る
。（
略
）
敎
養
人
と
い
ふ
も
の
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
賴
り
な
い
も
の
な
の
だ
ら
う
。
ヴ
イ
タ
リ
テ
イ
と
い
ふ
も
の
が

ま
つ
た
く
、
全
然
な
い
の
だ
も
の
。
あ
あ
、
先
生
も
、
私
と
同
樣
に
、
だ
ら
し
が
な
い
。
さ
う
し
て
、
日
本
で
、
い
ち
ば
ん
の
敎
養
人
だ

つ
て
さ
」（
二
五
九
～
二
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
、
豊
島
与
志
雄
へ
の
傾
倒
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
角
川
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
昭
和
文
学
全
集
第
五
十
三
巻
『
昭
和
短
篇
集
』
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、

平
野
謙
は
「
豐
島
與
志
雄
も
ま
た
語
り
が
た
い
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
た
び
た
び
引
用
し
て
恐
縮
だ
が
、
川
端
康
成
は
豐
島
與
志
雄
に

つ
い
て
、
お
な
じ
新
思
潮
派
で
も
芥
川
・
菊
池
の
や
う
に
流
行
作
家
に
な
つ
た
こ
と
も
な
い
し
、
大
家
に
も
な
ら
ぬ
か
の
や
う
だ
、
明
確

な
代
表
作
と
い
ふ
も
の
さ
へ
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
み
ん
な
豐
島
自
身
が
避
け
て
き
た
と
思
へ
る
ほ
ど
だ
、
と
語
つ
て
ゐ
る
。
中
島
健
藏

も
ま
た
、
日
本
文
壇
の
長
老
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
豐
島
以
外
の
作
家
は
豐
島
が
存
在
す
る
が
ゆ
ゑ
に
長
老
の
仲
間
に
は
い
れ

な
い
、
あ
れ
ほ
ど
な
が
く
書
い
て
ゐ
て
結
論
が
出
て
な
い
、
一
作
ご
と
に
謎
を
か
け
る
、
と
書
い
て
ゐ
る
。
知
的
、
神
祕
的
、
心
理
主
義

的
、
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
蒼
白
き
と
い
ふ
や
う
な
形
容
詞
が
豐
島
の
文
學
に
つ
け
く
は
へ
ら
れ
る
定
跡
み
た
い
な
も
の
だ
が
、
そ
の
こ

と
自
體
豐
島
の
曖
昧
性
を
證
明
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
だ
」「
大
ざ
つ
ぱ
な
公
約
數
と
し
て
確
言
で
き
る
こ
と
は
、
現
代
日
本
文
學
の
基
調

を
な
す
自
然
主
義
的
手
法
と
か
私
小
說
的
發
想
と
か
い
ふ
も
の
と
、
終
始
豐
島
與
志
雄
が
無
縁
で
あ
つ
た
、
と
い
ふ
事
實
く
ら
ゐ
で
あ

る
」（
三
七
七
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、「
語
り
が
た
い
作
家
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
に
は
未
来
社
か
ら
、『
豊
島
与
志
雄
著
作
集
』（
全
六
巻
）
の
刊
行
が
始
ま
る
。
そ
の
第
一
巻
の
「
解
説
」

に
お
い
て
、
中
村
真
一
郎
は
「
豊
島
与
志
雄
は
近
代
日
本
の
最
も
重
要
な
作
家
で
あ
る
、
と
私
は
思
う
」
と
述
べ
、
豊
島
与
志
雄
の
「
仕

事
が
他
の
大
正
作
家
た
ち
に
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
、
新
し
い
現
代
的
な
可
能
性
を
極
め
て
多
く
含
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
は

象
」「
人
の
好
い
公
卿
惡
」
と
い
う
題
名
で
発
表
し
た
文
章
中
に
お
い
て
、「
豐
島
は
作
品
か
ら
受
け
る
感
じ
と
よ
く
似
た
男
で
あ
る
。
誰

か
ゞ
そ
れ
を
洒
落
れ
て
、「
豐
島
は
何
時
で
も
秋
の
中
に
ゐ
る
」
と
形
容
し
た
。
さ
う
云
ふ
性
格
の
一
面
は
世
間
で
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る

だ
ら
う
。
が
、
豐
島
の
人
間
に
あ
る
愛
す
可
き
悪
黨
味
は
、
そ
の
藝
術
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。
親
し
く
し
て
ゐ
る
と
、
ち
よ
い
と
人
の
好

い
公く

卿げ

惡あ
く

と
云
ふ
や
う
な
所
が
あ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
が
豐
島
の
人
間
に
、
或
る
「
動
き
」
を
つ
け
て
ゐ
る
。
さ
う
云
ふ
所
を
知
つ
て

見
る
と
、
豐
島
が
比
較
的
多
方
面
な
生
活
上
の
趣
味
を
持
つ
て
ゐ
る
の
も
不
思
議
は
な
い
。
だ
か
ら
何
も
豐
島
は
「
何
時
で
も
秋
の
中
に

ゐ
る
」
譯
で
は
な
い
。
反
つ
て
實
は
秋
が
豐
島
の
中
に
ゐ
る
の
で
あ
る
」（
引
用
は
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
巻

一
八
〇
～
一
八
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
芥
川
龍
之
介
は
「
大
正
八
年
度
の
文
藝
界
」
に
お
い
て
、（
江
口
）「
渙
氏
に
比
べ
る
と
、

山
間
の
湖
の
如
く
静
な
の
は
、
豐
島
與
志
雄
氏
の
作
品
で
あ
る
。
氏
の
秋
よ
り
も
爽
か
な
情
味
は
、
殆
ど
他
に
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る

に
も
關
ら
ず
、
本
年
度
に
於
け
る
與
志
雄
氏
が
、
頗
る
創
作
に
怠
る
所
が
あ
つ
た
の
は
、
不
本
意
至
極
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
」（
引
用

は
、『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
三
巻
二
九
〇
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、「
創
作
に
怠
る
所
が
あ
つ
た
」
と
述
べ
つ
つ
も
、
豊
島
与
志
雄
の
作
品
に

つ
い
て
「
山
間
の
湖
の
如
く
静
」「
秋
よ
り
も
爽
か
な
情
味
」
と
評
価
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
三
月
に
河
出
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
『
文
学
以
前
』
に
「
太
宰
治
と
の
一
日
」
と
い
う
、
太
宰
治

と
の
交
流
を
描
写
し
た
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
太
宰
治
は
、
そ
れ
に
三
年
先
立
つ
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
に
出
版
さ
れ

た
、
豊
島
与
志
雄
の
『
高
尾
ざ
ん
げ
』（
新
潮
文
庫
）
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、「
敎
養
人
の
悲
し
さ
を
、
私
に
感
じ
さ
せ
る
人
は
、
日
本

で
は
、（
私
が
逢
つ
た
人
の
う
ち
で
は
）
豐
島
先
生
以
外
の
お
方
は
無
か
つ
た
。
豐
島
先
生
は
、
い
つ
も
會
場
の
薄
暗
い
隅
に
ゐ
て
、
さ
う

し
て
微
笑
し
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
。
し
か
し
、
先
生
に
と
つ
て
、
善
人
と
言
は
れ
る
ほ
ど
大
い
な
る
苦
痛
は
無
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ

る
。
そ
こ
で
、
深
夜
の
醉
步
が
は
じ
ま
る
」（
二
五
八
頁
）、「
音
樂
家
で
言
へ
ば
、
シ
ヨ
パ
ン
で
も
あ
ら
う
か
。
日
本
の
浪
花
節
み
た
い

な
、
ま
た
、
講
釋
師
み
た
い
な
、
勇
壯
活
潑
な
作
家
た
ち
に
は
、
ま
る
で
理
解
が
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
お
そ
ら
く
、
豐
島
先
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い
て
」
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
豊
島
与
志
雄
の
位
置
、
そ
れ
は
、
た
し
か
に
文
学
史
上
の
「
光
栄
と
孤
独
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
文
学
史
』（
集
英
社
）
上
下
二
巻
の
上
巻
に
お
い
て
、
小
田
切
秀
雄
は
「
い
ま
『
豊

島
与
志
雄
著
作
集
』（
未
来
社
刊
）
の
大
冊
六
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
容
易
な
断
定
を
許
さ
ぬ
複
雑
で
多
面
的
な
も
の
を
示

し
て
い
る
」（
二
六
六
頁
）
と
述
べ
、
豊
島
与
志
雄
の
『
恩
人
』
に
つ
い
て
、「『
恩
人
』
の
な
か
に
、
主
人
公
の
若
い
夫
が
ひ
と
り
で
星

空
の
下
を
歩
き
、“
天
体
の
悠
久
な
る
律
動
”
を
感
じ
、
さ
ら
に
“
心
霊
の
孤
独
と
多
元
的
宇
宙
の
相
互
の
愛
と
が
、
殆
ん
ど
何
等
の
矛

盾
な
し
に
彼
の
心
に
感
ぜ
ら
れ
た
”、
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
間
の
心
理
的
関
係
の
底
に
、
漠
然
と
な
が
ら
存
在
論
的
な

“
存
在
”
の
感
覚
を
す
え
よ
う
と
し
て
い
る
部
分
だ
が
、
個
々
の
具
体
的
な
心
理
か
ら
日
常
性
を
こ
え
た
こ
う
し
た
感
覚
に
い
た
る
ま
で

の
内
面
性
の
ひ
ろ
が
り
は
、
そ
の
後
の
作
品
で
の
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
上
の
試
み
を
と
お
し
て
、
写
実
の
深
ま
り
と
同
時
に
意
識
下

や
神
秘
に
わ
た
る
多
様
な
局
面
を
次
々
と
示
し
、
そ
れ
は
や
が
て
戦
争
下
の
孤
独
な
内
的
抵
抗
か
ら
生
ま
れ
た
『
白
塔
の
歌
』（
昭
和
十

六
年
四
月
、
弘
文
社
刊
）
所
収
の
一
連
の
“
近
代
伝
説
”、
ま
た
、
敗
戦
直
後
か
ら
の
『
沼
の
ほ
と
り
』（
昭
和
二
十
一
年
四
月
）
等
一
連
の

“
近
代
説
話
”（
い
ず
れ
も
作
者
自
身
が
そ
う
い
う
名
を
つ
け
て
い
る
）
の
諸
短
篇
と
し
て
熟
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
時
代
な
り
の
人

間
を
と
り
あ
げ
て
あ
ざ
や
か
に
現
実
的
・
写
実
的
に
物
語
を
進
め
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
い
つ
の
ま
に
か
超
現
実
の
よ
う
な
、
メ
ル
ヘ
ン
な

い
し
説
話
め
い
た
輪
廓
の
中
に
移
さ
れ
て
し
ま
う
ま
っ
た
く
独
自
な
も
の
で
、
酷
薄
な
現
実
に
よ
っ
て
苦
し
む
人
々
を
温
く
と
ら
え
表
現

す
る
こ
と
に
向
か
っ
て
精
神
が
自
由
に
は
た
ら
い
て
い
る
形
を
示
し
て
い
る
」（
二
六
七
～
二
六
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
関
口
（
一
九
七
九
）
は
「
豊
島
与
志
雄
は
近
代
日
本
の
作
家
中
、
つ
か
み
難
い
、
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。
彼
は
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
五
月
、
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
に
載
せ
た
「
彼
と
彼
の
叔
父
（
恩
人
）」
が
自
然
主
義
系
の
評
論
家
中
村
星
湖
に
認
め
ら
れ
、
い

ち
早
く
世
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
が
、
順
調
な
出
発
を
し
た
割
に
は
、
そ
の
作
品
は
人
々
に
迎
え
さ
れ
る
こ
と
少
な
く
、
一
度
も
流
行
の

「
殆
ど
誰
か
ら
も
そ
の
彼
（
引
用
者
補
：
豊
島
与
志
雄
の
こ
と
）
の
仕
事
の
新
し
い
本
質
が
未
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
未
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

『
豊
島
与
志
雄
著
作
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
『
季
刊
文
学
・
語
学
』
第
六
十
五

号
は
「
日
本
文
学
研
究
の
展
望　

文
学
史
的
観
点
に
お
け
る
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
の
紅
野
敏
郎
「「
マ
イ
ナ
ー
作

家
」
の
位
置
づ
け
」
に
お
い
て
、
郡
虎
彦
、
佐
佐
木
茂
索
、
松
永
延
造
、
田
畑
修
一
郎
と
と
も
に
豊
島
与
志
雄
が
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

紅
野
敏
郎
は
豊
島
与
志
雄
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

豊
島
与
志
雄
と
い
う
作
家
は
、
生
前
0

0

に
お
い
て
も
、
死
後
0

0

に
お
い
て
も
、
一
般
受
け
の
す
る
、
小
説
作
り
の
は
な
は
だ
巧
み
な
作

家
、
売
れ
っ
子
的
な
作
家
に
は
、
一
回
も
な
ら
な
か
っ
た
。
は
な
や
か
な
、
脚
光
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
作
家
と

言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
は
、
芥
川
達
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
あ
る
一
時
期
に
は
、
芥
川
以
上
に
評

価
さ
れ
る
要
素
を
大
い
に
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豊
島
は
、
や
は
り
文
学
史
の
中
の
片
隅
の
存
在
と
い
う
か
た
ち
で
し
か

見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
是
正
が
、
い
わ
ば
「
著
作
集
」
と
い
う
形
で
、
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
そ
の
是
正
は
滲

透
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
豊
島
与
志
雄
に
対
し
て
は
、
一
部
の
人
々
か
ら
、
幽
玄
な
作
風
、
近
代
的
知
性
を
持
っ
た
真
の
自
由
人

的
風
格
を
持
っ
た
作
家
、
孤
独
を
愛
す
る
真
の
教
養
人
的
風
格
を
持
っ
た
作
家
、
オ
ー
ル
ド
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
的
な
分
子
を
い
さ
さ
か

も
、
戦
後
に
な
っ
て
も
見
せ
な
か
っ
た
作
家
・
批
評
家
、
こ
う
い
う
評
価
も
一
部
で
は
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
豊
島
与
志
雄
研
究
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

紅
野
敏
郎
は
、『
豊
島
与
志
雄
著
作
集
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
平
野
謙
が
「「
文
学
史
上
の
光
栄
と
孤
立
」
と
い
う
文
章
を
書


